
編集後記

　3年ぶりとなった『名古屋民俗』の 62号をお届けする。当初の刊行は７
月を予定していたが、編集者の怠惰により、当初の予定より大幅に刊行を遅
延させてしまったことを、まずもって深くお詫びしたい。
　昨今のコロナ禍は、私たちの生活を一変させた。このコロナ禍で人が集ま
る民俗芸能は軒並み中止となってしまった。複数年の中止は後継者育成の断
絶を起こし、伝承を危ぶまれる事態となってしまった。
　今回の論考は、このコロナ禍を正面にとらえた力作ぞろいである。民俗芸
能は本来、災厄除けであるにもかかわらず、コロナ禍を理由に中止されると
いう本末転倒なことが起きているが、その現状を的確にとらえている。そう
いった意味では、昨今の民俗学研究に一石を投じるものであろう。（今回の
編集は粕谷亜矢子が担当した。）
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